
(57)【要約】

【課題】流路内の流速分布を均一化し、高精度な流速や

流量計測を行わせる。

【解決手段】流路の上流と下流に配置された音波を送信

または受信する送受信器５ａ、５ｂ間の音波伝搬時間に

応じて流体の流速または流量を算出する流体算出手段９

と、送受信器５ａ、５ｂ間の音波が伝搬する間の流路を

分割する流路分割手段１０、１１、１２と、前記流路分

割手段１０、１１、１２の上流または下流に流路を２分

割する流路区画手段１１ａ、１１ｂとを備え、前記流路

区画手段１１ａ、１１ｂの位置に前記送受信器５ａ、５

ｂの中心を配置し、流速分布を均一にして広い範囲で正

確に流量を計測する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 路 の 上 流 と 下 流 に 配 置 さ れ た 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 送 受 信 器 と 、 前 記 送 受 信 器 間 の
音 波 伝 搬 時 間 に 応 じ て 流 体 の 流 速 及 び ま た は 流 量 を 算 出 す る 流 体 算 出 手 段 と 、 前 記 送 受 信
器 間 の 音 波 が 伝 搬 す る 区 間 の 前 記 流 路 を 前 記 流 路 の 高 さ 方 向 に 分 割 す る 流 路 分 割 手 段 と 、
前 記 流 路 分 割 手 段 の 上 流 ま た は 下 流 に 前 記 流 路 を ２ 分 割 す る 流 路 区 画 手 段 と を 備 え 、 前 記
流 路 の 高 さ 方 向 に お い て 、 前 記 流 路 区 画 手 段 の 取 り 付 け 位 置 寸 法 と 前 記 送 受 信 器 の 送 信 面
の 高 さ 方 向 の 中 心 位 置 寸 法 と が 略 同 じ で あ る 流 れ 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
流 路 の 上 流 と 下 流 に 配 置 さ れ た 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 送 受 信 器 と 、 前 記 送 受 信 器 間 の
音 波 伝 搬 時 間 に 応 じ て 流 体 の 流 速 及 び ま た は 流 量 を 算 出 す る 流 体 算 出 手 段 と 、 前 記 流 路 の
う ち 前 記 送 受 信 器 間 の 音 波 が 伝 搬 す る 部 分 を 前 記 流 路 の 高 さ 方 向 に 分 割 す る 流 路 分 割 手 段
と 、 前 記 流 路 分 割 手 段 の 上 流 及 び ま た は 下 流 に 設 け た 流 路 区 画 手 段 と を 有 し 、 前 記 流 路 区
画 手 段 は 、 前 記 流 体 の 流 れ と 略 平 行 な 方 向 の 寸 法 が 前 記 流 路 高 さ 寸 法 以 下 で あ る 流 れ 計 測
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
流 路 区 画 手 段 は 、 流 路 分 割 手 段 の 一 部 を 延 長 さ せ た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 流 れ 計 測 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
流 路 区 画 手 段 は 、 中 央 部 が 周 辺 部 よ り 密 に 分 割 さ れ た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 流 れ 計 測 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
流 路 分 割 手 段 は 流 路 を 均 等 に 分 割 す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 流 れ 計 測 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
音 波 が 通 過 す る 流 路 と ほ ぼ 同 じ 形 状 で 流 路 分 割 手 段 を 設 け て い な い 助 走 流 路 部 を 有 す る 請
求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 流 れ 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
流 路 区 画 手 段 あ る い は 助 走 流 路 部 は 、 送 受 信 器 か ら み て 対 象 に 構 成 さ れ た 請 求 項 １ か ら ６
の い ず れ か １ 項 記 載 の 流 れ 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
流 路 区 画 手 段 は 、 平 面 方 向 に お い て も 中 央 が 周 辺 よ り 凸 状 に 形 成 さ れ た 請 求 項 １ か ら ４ の
い ず れ か １ 項 記 載 の 流 れ 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
流 路 の 上 流 と 下 流 に 配 置 さ れ た 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 送 受 信 器 と 、 前 記 送 受 信 器 間 の
音 波 伝 搬 時 間 に 応 じ て 流 体 の 流 速 及 び ま た は 流 量 を 算 出 す る 流 体 算 出 手 段 と 、 前 記 送 受 信
器 間 の 音 波 が 伝 搬 す る 間 の 流 路 を 分 割 す る 流 路 分 割 手 段 と 、 前 記 流 路 分 割 手 段 に 並 設 し て
前 記 流 路 の 内 壁 面 に 設 け ら れ た 流 路 上 面 手 段 と 流 路 底 面 手 段 と を 有 し 、 前 記 流 路 上 面 手 段
流 路 と 前 記 流 路 底 面 手 段 は 、 前 記 流 路 分 割 手 段 と 摩 擦 係 数 が 同 一 の 材 料 で 構 成 し た 流 れ 計
測 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス な ど の 流 体 の 流 速 や 流 量 を 計 測 す る 流 れ 計 測 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 流 れ 計 測 装 置 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 矩 形 状 の 流 体 管 路 １ の 一 部 に 送 受
信 器 ２ ａ 、 ２ ｂ を 備 え 、 送 受 信 器 ２ ａ か ら ２ ｂ ま で の 伝 搬 時 間 を 計 測 し 、 そ の 伝 搬 時 間 を
基 に 流 速 や 流 量 を 算 出 し て い る 。 そ の 流 体 管 路 １ の 断 面 は 図 ８ に 示 す よ う に 仕 切 り 板 ３ ａ
、 ３ ｂ 、 ３ ｃ 、 ３ ｄ 、 ３ ｅ 、 ３ ｆ に よ っ て 複 数 の 流 路 に 仕 切 ら れ て 整 流 さ れ て い た （ 例 え
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ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ４ ３ ０ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 管 内 を 流 れ る 流 量 に よ っ て 流 体 管 路 １ 内 の 流 速 分
布 が 異 な り 、 そ の 影 響 を 受 け て 仕 切 り 板 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ 、 ３ ｄ 、 ３ ｅ 、 ３ ｆ で 仕 切 ら れ
た 複 数 の 流 路 の 流 速 比 率 が 均 等 で な く な り 、 そ の 結 果 流 量 計 測 値 に 誤 差 を 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 複 数 の 流 路 の 流 速 比 率 を 均 一 に 保 ち 、 高
精 度 な 流 量 計 測 を 行 わ せ る 流 速 お よ び 流 量 計 測 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 流 れ 計 測 装 置 は 、 送 受 信 器 間 の 音 波 が 伝 搬
す る 区 間 の 前 記 流 路 を 前 記 流 路 の 高 さ 方 向 に 分 割 す る 流 路 分 割 手 段 と 、 前 記 流 路 分 割 手 段
の 上 流 ま た は 下 流 に 前 記 流 路 を ２ 分 割 す る 流 路 区 画 手 段 と を 備 え 、 前 記 流 路 の 高 さ 方 向 に
お い て 、 前 記 流 路 区 画 手 段 の 取 り 付 け 位 置 寸 法 と 前 記 送 受 信 器 の 送 信 面 の 高 さ 方 向 の 中 心
位 置 寸 法 と を 略 同 じ に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ っ て 、 分 割 流 路 の 中 央 部 と の そ れ ぞ れ の 流 速 比 率 が 等 し く な り 、 音 波 が 流 路 内
を 伝 搬 し そ の 時 間 差 を 算 出 す る こ と に よ っ て 、 流 速 及 び 流 量 を 計 測 、 あ る い は 流 速 を 計 測
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 流 れ 計 測 装 置 は 、 分 割 流 路 の 中 央 部 と 周 辺 部 そ れ ぞ れ の 流 速 の 比 率 が 流 量 の 大
き さ や 流 体 の 種 類 に 関 係 な く 等 し く な り 、 広 い 流 量 範 囲 に わ た っ て 流 量 を 高 精 度 に 検 出 で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 流 路 の 上 流 と 下 流 に 配 置 さ れ た 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 送 受 信 器 の 音
波 伝 搬 時 間 に 応 じ て 流 体 の 流 速 ま た は 流 量 を 算 出 す る 流 体 算 出 手 段 と 、 送 受 信 器 間 の 音 波
が 伝 搬 す る 間 の 流 路 を 分 割 す る 流 路 分 割 手 段 の 上 流 ま た は 下 流 に 流 路 を ２ 分 割 す る 流 路 区
画 手 段 と を 備 え 、 流 路 区 画 手 段 の 位 置 に 送 受 信 器 の 中 心 を 配 置 し た の で 、 広 範 囲 の 流 量 の
変 化 に 対 し て も 分 割 流 路 間 の 流 量 比 率 が ほ ぼ 等 し く な り 、 高 精 度 の 流 量 計 測 が 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 流 路 の 上 流 と 下 流 に 配 置 さ れ た 音 波 を 送 信 ま た は 受 信 す る 送 受 信 器 間 の
音 波 伝 搬 時 間 に 応 じ て 流 体 の 流 速 ま た は 流 量 を 算 出 す る 流 体 算 出 手 段 と 、 送 受 信 器 間 の 音
波 が 伝 搬 す る 間 の 流 路 高 さ Ｈ を 分 割 す る 流 路 分 割 手 段 の 上 流 ま た は 下 流 に 流 路 高 さ Ｈ の 長
さ 以 下 の 流 路 区 画 手 段 と を 備 え た の で 、 小 流 量 か ら 大 流 量 に わ た っ て 流 れ が 安 定 し 、 高 精
度 な 流 量 計 測 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 の 流 路 区 画 手 段 を 、 流 路 分 割 手 段 の 一 部 を 延 長 す る よ う
に し た も の で 、 部 品 点 数 を 低 減 さ せ て 寸 法 精 度 を 向 上 さ せ 、 そ の 結 果 高 精 度 の 流 量 計 測 が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 の 流 路 区 画 手 段 を 、 中 央 部 が 周 辺 部 よ り 密 に 分 割 さ せ た
も の で 、 流 路 中 央 部 と 周 辺 部 の 流 速 の 均 一 性 が よ り 高 く な り 、 高 精 度 の 流 量 計 測 を 行 え る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 の 流 路 分 割 手 段 を 、 流 路 を 均 等 に 分 割 す る よ う に し た も
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の で 、 そ れ ぞ れ の 分 割 流 路 の 流 速 の 均 一 性 が よ り い っ そ う 高 ま り 、 高 精 度 の 流 量 計 測 を 行
え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 の 流 路 の 、 音 波 が 通 過 す る 流 路 と ほ ぼ 同 じ 形 状 で 分 割 手
段 の な い 助 走 流 路 部 を 有 す る も の で 、 特 に 大 流 量 域 で の 流 れ の 安 定 が 増 し て 、 正 確 な 流 量
計 測 が 行 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 の 、 分 割 延 長 手 段 、 流 路 区 画 手 段 あ る い は 助 走 流 路 部 を
送 受 信 器 か ら み て 対 象 に 構 成 し た も の で 、 逆 流 時 に も 正 流 時 と 同 様 な 効 果 が 得 ら れ 、 正 逆
が 交 互 に 流 れ る 脈 動 時 に も 正 確 な 流 量 計 測 が 行 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ８ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 の 流 路 区 画 手 段 を 、 平 面 方 向 に お い て も 中 央 が 周 辺 よ り
凸 状 に 形 成 さ せ た も の で 、 平 面 方 向 に お い て も 中 央 部 と 周 辺 部 の 流 速 を 均 一 に し た の で 、
さ ら に 流 量 精 度 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ９ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 の 流 路 の 、 送 受 信 器 が 送 受 信 す る 流 路 の 流 体 と 接 触 す る
部 分 を 同 一 の 材 質 で 構 成 し た も の で 、 温 度 変 化 に 対 し て も 高 精 度 の 計 測 が 行 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 流 れ 計 測 装 置 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ に
お い て 、 流 路 ４ の 途 中 に 、 超 音 波 を 発 信 す る 送 受 信 器 ５ ａ と 受 信 す る 送 受 信 器 ５ ｂ と が 、
流 体 の 流 れ 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 ６ は 送 受 信 器 ５ ａ へ の 送 信 手 段 、 ７ は 送 受 信 器 ５ ｂ で
受 信 し た 信 号 の 受 信 手 段 で あ る 。 切 換 手 段 ８ は 送 受 信 器 ５ ａ 、 ５ ｂ の 送 受 の 方 向 を 変 え る
も の で 、 送 信 か ら 受 信 ま で の 時 間 差 か ら 、 流 体 演 算 手 段 ９ で 流 速 値 と 流 量 値 を 算 出 す る 。
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 流 体 演 算 手 段 ９ が 、 流 速 値 と 流 量 値 と を 算 出 す る 場 合 に つ い て
説 明 す る が 、 流 量 値 を 必 要 し な い 場 合 は 流 速 値 を 算 出 す る だ け で も よ く 、 流 速 値 の 変 化 を
検 出 す る こ と に よ り 、 ガ ス 、 水 道 水 等 の 流 体 の 漏 洩 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 送 信 手 段 ６ か ら 送 受 信 器 ５ ａ へ 信 号 が 送 ら れ 、 音 波 は
送 受 信 器 ５ ｂ に 到 達 し 、 受 信 手 段 ７ で 受 信 し て 、 流 体 演 算 手 段 ９ で 音 波 の 伝 搬 時 間 を 計 測
す る 。 次 に 、 切 換 手 段 ８ で 送 受 信 器 ５ ａ と 送 受 信 器 ５ ｂ の 発 信 受 信 を 切 り 換 え て 、 送 受 信
器 ４ ｂ か ら 送 受 信 器 ４ ａ へ 音 波 信 号 を 発 信 し 、 こ の 発 信 を 前 述 の よ う に 、 そ の 時 間 を 計 時
す る 。 そ し て そ の 時 間 差 か ら 管 路 の 大 き さ や 流 れ の 状 態 を 考 慮 し て 流 体 算 出 手 段 １ ０ で 流
速 や 流 量 値 を 求 め る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 上 述 の 流 れ 計 測 装 置 の 断 面 図 で 流 体 管 路 ４ の 内 部 を ３ つ の 流 路 分 割 手 段 １ ０ 、 １
１ 、 １ ２ で ４ つ の 分 割 さ れ た 流 路 に 分 割 す る 。 そ れ ぞ れ の 流 路 分 割 手 段 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２
は 均 等 な 間 隔 に 配 置 さ れ 、 そ の 通 過 面 積 を 等 し く し て い る 。 中 央 に あ る 流 路 分 割 手 段 １ １
は 他 の 流 路 分 割 手 段 １ ０ 、 １ ２ よ り も 長 く 構 成 さ れ 、 流 路 分 割 手 段 １ １ の 上 流 側 の 端 部 を
流 体 の 流 れ に 対 し ほ ぼ 平 行 に 延 長 さ せ て 形 成 し た 流 路 区 画 手 段 １ １ ａ と 、 流 路 分 割 手 段 １
１ の 下 流 側 の 端 部 を 流 体 の 流 れ に 対 し ほ ぼ 平 行 に 延 長 さ せ て 形 成 し た 流 路 区 画 手 段 １ １ ｂ
と を 有 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 流 路 分 割 手 段 １ １ と 流 路 区 画 手 段 １ １ ａ 、 １ １ ｂ
と を 一 体 に 形 成 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 流 路 分 割 手 段 １ １ と 流 路 区 画 手 段 １ １ ａ 、
１ １ ｂ と は 、 別 体 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に そ の 上 流 と 下 流 に は 、 流 路 分 割 手 段 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ を 設 け て い な い 助 走 流 路 部
１ ３ ａ 、 １ ３ ｂ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 流 体 は 図 の 左 側 か ら 流 入 し 助 走 流 路 部 １ ３ ａ で 流 れ の 乱 れ を 除 去 し 、 流 路 区 画 手 段 １ １
ａ で ２ つ に 区 画 さ れ 、 し か る 後 に 流 路 分 割 手 段 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ で ４ つ に 区 画 さ れ て 流 れ
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る 。 送 受 信 器 ５ ａ （ ５ ｂ は 図 示 さ れ な い ） は 、 音 波 の 送 信 面 の 中 心 の 高 さ が 、 流 路 区 画 手
段 １ １ ａ の 取 り 付 け 位 置 と 同 じ 高 さ に 設 け ら れ て お り 、 前 述 の 区 画 さ れ た 流 れ を 送 受 信 器
５ ａ に よ る 音 波 が 走 査 し て 伝 搬 時 間 を 計 測 し て 流 速 や 流 量 を 算 出 す る 。 こ こ で 、 高 さ 方 向
は 、 送 受 信 器 ５ ａ 、 ５ ｂ を 取 り 付 け た 流 路 ４ の 側 壁 と 略 平 行 な 方 向 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 流 路 内 の 流 速 分 布 を 表 し た も の で 、 そ れ ぞ れ 平 均 流 量 で 正 規 化 し て あ る 。 図 ３ （ Ａ
） は 流 路 分 割 手 段 が な い 場 合 の 流 速 分 布 を 表 し て お り 、 図 ３ （ Ａ ） ａ は 流 速 が 小 さ い （ 層
流 域 ） と き の 流 速 分 布 で 、 図 ３ （ Ａ ） ｂ は 流 速 が 大 き い （ 乱 流 域 ） の と き の 流 速 分 布 で あ
る 。 こ の よ う に 層 流 域 で は 流 速 分 布 が 砲 弾 型 に な る こ と は 周 知 の 事 実 で あ る が 、 送 受 信 器
５ ａ 、 ５ ｂ は こ の 流 速 の 異 な る 部 分 を 伝 わ る の で 、 場 所 に よ っ て 伝 搬 時 間 へ の 影 響 が 異 な
る こ と に な る 。 送 受 信 器 ５ ａ は 送 信 面 か ら 一 様 な 音 波 を 送 信 す る こ と は き わ め て 難 し く 、
通 常 は 音 波 も 強 度 分 布 が 存 在 し て い る 。 し た が っ て 一 様 で な い 流 速 分 布 の 流 速 を 一 様 で な
い 音 波 分 布 で 計 測 す る こ と に な り 、 誤 差 が 大 き く 発 生 す る 。 ま た 大 流 量 で は 図 ３ （ Ａ ） ｂ
の よ う な パ タ ー ン に な る の で 、 小 流 速 の と と き と 大 流 速 の と き で は 、 何 ら か の 補 正 を 行 う
必 要 が あ る 。 さ ら に 同 じ 流 速 で あ っ て も 、 流 体 の 種 類 や 性 質 が 異 な れ ば レ イ ノ ル ズ 数 が 異
な る の で 補 正 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ （ Ｂ ） は 、 流 路 分 割 手 段 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ を 有 し て は い る が 、 流 路 区 画 手 段 １ １ ａ
、 １ １ ｂ が な い 場 合 、 す な わ ち 流 路 分 割 手 段 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ の 長 さ が 等 し い 時 の 流 速 分
布 で あ る 。 流 速 が 小 さ い 時 は そ れ ぞ れ 図 ３ （ Ｂ ） ｃ 、 ｄ 、 ｅ 、 ｆ の 分 布 に な り 、 流 速 が 大
き い 時 に は そ れ ぞ れ 図 ３ （ Ｂ ） ｇ 、 ｈ 、 ｉ 、 ｊ の よ う な 流 速 分 布 に な る 。 流 速 が 大 き い 時
に は ４ つ の 流 速 分 布 は ほ ぼ 一 様 で あ る が 、 流 速 の 小 さ い 時 に は 上 流 部 の 層 流 （ 線 ｋ ） の 影
響 を 受 け て 中 央 部 の 流 速 が わ ず か に 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 中 央 部 に 流 路 区 画 手 段 １ １ ａ を 有 し た 場 合 に は 、 流 速 分 布 は 図 ３ （ Ｃ ） ｌ 、 ｍ 、 ｎ 、 ｏ
よ う に 均 一 に な る 。 す な わ ち 上 流 部 で 層 流 の 流 速 分 布 で あ っ て も 、 流 路 区 画 手 段 １ １ ａ に
よ っ て 図 ３ （ Ｃ ） ｐ 、 ｑ の よ う な 流 速 分 布 に 変 形 し 、 速 度 分 布 の 影 響 を 小 さ く す る こ と が
で き 、 乱 流 に 近 い 速 度 分 布 が 得 ら れ る 。 小 流 速 と 大 流 速 の 分 布 の 形 状 が 似 通 っ て い れ ば 、
流 速 に よ る 補 正 が 必 要 で な く な る の で 高 精 度 に 流 速 や 流 量 が 計 測 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 流 路 区 画 手 段 １ １ ａ 、 １ １ ｂ は 流 路 分 割 手 段 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ よ り も 流 れ 方 向 に 長 さ Ｌ
の 距 離 だ け そ れ ぞ れ 長 く な っ て い る が 、 こ の 距 離 Ｌ は 流 路 高 さ を Ｈ と す る と 、 Ｈ よ り も 小
さ い 距 離 に 設 定 し て あ る 。 こ の 距 離 Ｌ が 長 い と 大 流 量 に お い て 流 れ が 乱 れ て 超 音 波 に 悪 影
響 を 与 え る ば か り で な く 、 圧 力 損 失 を 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 助 走 流 路 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ や 流 路 区 画 手 段 １ １ ａ 、 １ １ ｂ は そ れ ぞ れ 送 受 信 器 ５ ａ 、 ５
ｂ の か ら み て 対 象 的 に 配 置 し て あ り 、 流 れ が 前 述 の 逆 方 向 （ 図 ２ の 右 か ら 左 ） に 流 れ て も
流 速 分 布 が 均 一 性 を 保 つ よ う に 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 助 走 流 路 部 １ ３ ａ は 大 き な 流 速 の と き 流 れ が 乱 れ て 流 入 し た と き に 、 そ の 乱 れ を 緩 和 す
る た め の も の で あ り 、 最 大 の 流 速 に 応 じ て 適 切 な 長 さ を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ４ は 流 路 区 画 手 段 の 中 央 部 の 間 隔 を 細 か く し て 、 よ り い っ そ う の 流 速 分 布 の 均 一 性 を
高 め た も の で あ り 、 流 路 区 画 手 段 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ は 中 央 部 が 間 隔 が 小 さ く 、 周 辺 部 が 大
き く な る よ う に 構 成 し て あ り 、 中 央 が 流 速 の 大 き い 層 流 の 流 速 分 布 を 均 一 化 さ せ る も の で
あ り 、 よ り い っ そ う の 均 一 化 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ５ は 流 路 区 画 手 段 を 平 面 で 示 し た も の で 、 流 路 分 割 手 段 を 延 長 さ せ て 流 路 区 画 手 段 を
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構 成 さ せ た も の で あ る が 、 図 に 示 す よ う に 流 路 区 画 手 段 １ ７ の 端 部 １ ７ ａ は 中 央 部 が 凸 に
な る よ う に 構 成 し て あ る 。 こ の よ う に し て 平 面 的 に も 中 央 部 と 周 辺 部 の 流 速 を 均 一 に さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ は 、 流 路 ４ の 内 壁 上 面 に 流 路 上 面 手 段 １ ８ と 流 路 ４ の 内 壁 底 面 に 流 路 底 面 手 段 １ ９
と と を そ れ ぞ れ 配 置 し た も の で 、 流 路 上 面 、 底 面 手 段 １ ８ 、 １ ９ は 、 他 の 流 路 分 割 手 段 ２
０ 、 ２ １ の 材 料 と 同 じ 摩 擦 係 数 の も の を 使 用 し 、 摩 擦 に よ っ て 生 じ る 流 速 分 布 の 形 を 同 一
に す る 。 ま た 同 一 の 材 質 の も の で あ れ ば 熱 的 な 変 化 に よ る 膨 張 や 収 縮 に も 対 し て 誤 差 が 少
な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 流 れ 計 測 装 置 は 、 広 範 囲 の 流 速 や 流 量 を 正 確 に 計 測 で き る の で 、 ガ ス や 水 道 な
ど の 計 量 メ ー タ や 、 産 業 用 プ ラ ン ト や 実 験 設 備 に お け る 流 量 計 な ど の 計 測 器 に も 適 用 で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 流 れ 計 測 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 流 れ 計 測 装 置 の 流 路 断 面 図
【 図 ３ 】 （ Ａ ） 流 路 分 割 手 段 の な い と き の 流 路 内 の 流 速 分 布 を 示 す 特 性 図 （ Ｂ ） 流 路 分 割
手 段 が あ る と き の 流 路 内 の 流 速 分 布 を 示 す 特 性 図 （ Ｃ ） 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 流
路 内 の 流 速 分 布 を 示 す 特 性 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 流 れ 計 測 装 置 の 流 路 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 流 れ 計 測 装 置 の 流 路 区 画 手 段 の 平 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 流 れ 計 測 装 置 の 流 路 断 面 図
【 図 ７ 】 従 来 の 流 れ 計 測 装 置 と し て の 流 量 計 測 装 置 の 流 路 構 成 図
【 図 ８ 】 従 来 の 流 量 計 測 装 置 の 流 路 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ４ 　 流 路
　 ５ ａ 、 ５ ｂ 　 送 受 信 器
　 ９ 　 流 体 算 出 手 段
　 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 　 流 路 分 割 手 段
　 １ １ ａ 、 １ １ ｂ 　 流 路 区 画 手 段
　 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 　 助 走 流 路 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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